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　平成 30年７月豪雨（西日本豪雨）により、市内では多大な被害が発生しました。
　この紙面では、写真を交えて被害状況などをお知らせします。

総社市災害対策本部

未曾有の大災害
平成 30年７月豪雨（西日本豪雨）総社市内の被害状況

平成 30年７月 31日

　活発な梅雨前線の影響などで、７月５日か
ら７日にかけて市内は大雨に見舞われまし
た。

市内で初となる大雨特別警報
　気象庁は、５日午後３時 39分、総社市に
大雨警報、午後６時 30分に洪水警報を発令
しました。
　日が変わり６日午前９時 25分、土砂災害
警戒情報を発令。20 分後の午前９時 45 分
に災害対策本部を設置しました。
　午前 10時、市は下林、赤浜、秦、昭和、池田、
宿、岡谷地区に「避難準備・高齢者等避難開始」
を発令。午後１時には、秦・昭和・池田地区
の山際に「避難勧告」を発令しました。午後
８時 48分には、日羽地区全域に「避難勧告」
を発令しました。

上昇する日羽の水位計
　この間も、日羽の水位は上昇しました。
午後９時の時点で避難判断危険水位である
10.3m を超え、30 分後には氾濫危険水位で
ある 11mを超える 11.2mを観測。これを受
け、午後９時 30分、市内全域に「避難勧告」
を発令しました。
　５分後、気象庁は総社市内で初となる大
雨特別警報を発令。市では午後 10時 15 分、
全域に「避難指示（緊急）」を発令し避難所
を開設。約 7300 人の市民が避難しました。
　日羽の水位は、７日午前０時 30分に最高
水位 13.12mを観測。以降は計測不能となり
ました。

避難準備情報を発令した直後の災害対策本部【7/6】
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日羽の高梁川水位
（7/6、21:00 ～ 7/7、16:00）

水位が上昇した高梁川【7/7】

【緊急速報
】 緊急速報チラシ（「未曾有の大災害」）
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追い討ちをかけるアルミ工場の爆発
　市内全域に避難指示（緊急）が発令されて
いた６日午後 11 時 35 分ごろ、下原地区に
あるアルミ工場の溶解炉で冠水したことが原
因とみられる爆発事故が発生。同工場からの
飛来物で民家や車庫が火災に見舞われたほ
か、爆風で多数の家屋や倉庫に窓ガラスが割
れる被害が発生しました。
　市では爆発後、所有するバスを下原地内に
緊急配備。住民は、きびじアリーナへ避難し
ました。
　工場の火災は発生からおよそ 10時間後の
７日午前に鎮圧状態となりましたが、下原地
区一帯は、浸水被害と工場爆発の２重の被害
を受けることとなりました。

多数の家屋が水没。死者も
　６日、日羽の国道 180 号が冠水したため、
封鎖に向かった作業員 17人が、急激に水位
が上昇した高梁川の濁流により孤立。そのう
ち２人が飲み込まれ、行方不明になりました。
　下倉地区（草田）でも、農機具倉庫の様子
を見に行った男性が、決壊した堤防から流れ
込んだ濁流に流されました。
　市内では計４人が尊い命を落とされていま
す。
　総社市消防でも、日羽地区の孤立した住民
を救助するために冠水した道路にボートを出
したところ、消防隊員３人が濁流に飲まれま
した。２人は約１時間後に 10キロ下流の高
梁川で発見され、残る１人の行方が分からな
いままでしたが、７日昼過ぎに 13キロ下流
で発見され、県の防災ヘリで救助されました。

激流で決壊した下倉地区（草田）の堤防

大雨で冠水した日羽地区（作原）付近【7/7】

爆発したアルミ工場

工場爆発によって多数の家屋が被害を受けた
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過去に例がない
大規模災害に見舞われた市内

冠水した下原地区【7/7】

槙谷で発生した土砂崩れ水位が上昇した新本川【7/7】 大雨で浸水した昭和公民館【7/6】

冠水した下倉地区（草田）【7/7】被害を受けた福谷地区の道路 災害ごみが流れ着いた美袋洞門【7/6】

冠水した明治橋交差点付近【7/7】

冠水した明見橋付近【7/7】

全壊 半壊 一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水 計

総社・常盤・池田 １ ０ ０ 14 55 70

三須・服部・阿曽 ０ ０ ０ ０ ０ ０

秦・神在・久代・
山田・新本 ６ ７ 17 251 83 364

昭和 ０ ０ １ 237 73 311

山手・清音 ０ ０ ０ 74 158 232

計 ７ ７ 18 576 369 977

■被害状況（７月９日午後５時現在）
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被災された方にお見舞いを申し上げます。市は１日も早い復興に向けて全力を尽くします

復旧を加速させる
１万人超のボランティア

市役所に寄せられた支援物資は、フリーマーケット方式で被災者の元へ

　「熊本地震の恩返しに」と参加した熊本県益城町の町
民とアルピニストの野口健さん

週休日にも関わらず多くの人が受付

日羽地区に集まったボランティア 水田に飛散した災害ごみを拾う

軽トラいっぱいにごみを搬出 他の自治体からも多数の応援が

困ったときはお互い様
　発災後から、多数のボランティアに市内での復旧活
動に取り組んでいただきました。
　７月８日は、ツイッターの呼び掛けで集まった市内
の中学生・高校生らが約 1000 人参加。避難所に配付
する食事の準備や土のう作りに汗を流しました。
　７月 14 日から 16 日までの３連休では、約 3500 人
が県内外から参加。これまでに１万人を超える方が総
社の復興に尽力してくださっています。 災害ごみの一時仮置き場は重労働
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